
 

技術開発 

事例 
共同研究 幾何形状測定の信頼性向上技術の確立 

【共同研究先】 産業技術総合研究所 東京電機大学 東京大学 関東甲信越静の公設試 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基礎となった事業 
平成２０年度 地域イノベーション創出共同体形成事業 

テーマ名「幾何形状測定の信頼性向上技術の確立」 

担当部門 技術融合部門 
技師  青木  邦知 

技師  山下 宏 
TEL：029-293-7482 

 

検査・校正手順のマニュアル整備

 

提供サービス
高度化

不確かさガイドライン
教育・認定システム

精密部品の品
質管理が可能
に

実証・普及・教育
校正技術の移転

 

測定戦略 

表面あらさや 

ワークの形状誤差 

プロービング誤差 

プローブ配置 

最小二乗法等の 

データ処理 

測定の実行 

測定値の不確かさ 

温度等環境変動要因 

クランプによる変形 

地
方
公
設
試

産業競争力
向上支援

検査技能の高度化
校正の不確かさ低減

教育
公開講座

人材育成支援

産総研

技術開発の総括・
ガイドライン作成

目的：地域産業の競争力向上
手段：地方公設試における提供サービス高度化，

三次元測定機による測定の信頼性確保・向上
枠組：産総研、大学、地方公設研共同

東京大学

東京電機大学

CMM簡易検査技術・ゲージ

検査コスト低減

•少ない手順

•短い検査時間

•容易な取扱い

検査の高度化

•検出可能項目

•小さい不確かさ

•三次元補正へ

簡易不確かさ算出技術

技術協力

技術協力

人的交流
技術普及

コーディネータ

企業
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